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教
育
委
員
会
で
は
、
９
月
１

日
か
ら
11
月
30
日
（月）
ま
で
の
期

間
、
外
国
人
を
含
む
３
人
の
若

手
版
画
家
を
招
い
て
、
ア
ー
ト

ス
タ
ジ
オ
五
日
市
（
戸
倉
３
０

０
）
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
イ
ン

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
次
の
方

々
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
写
真
右
か
ら

　●

田
中
恵
美
氏
（
岡
山
県
岡
山

　
市
在
住
）

　●

Ｎ
ａ
ｄ
ｊ
ａ
 
Ｋ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

　
氏
（
ド
イ
ツ
在
住
）

　●

太
田
敦
子
氏
（
埼
玉
県
入
間

　
市
在
住
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
イ
ン
　
レ

　
ジ
デ
ン
ス
と
は
、
作
品
制
作

　
の
場
を
提
供
さ
れ
た
ア
ー
テ

　
ィ
ス
ト
（
芸
術
家
）
が
地
域

　
と
文
化
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

　
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
く
シ

　
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
市
内

　
で
は
例
年
、
招
い
た
芸
術
家

　
と
戸
倉
小
学
校
と
の
文
化
交

　
流
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
生
涯
学
習
係
（
直
通
５
５
８

　
・
２
４
３
８
）

　
あ
き
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
と
、
雑
草
の
繁
茂
、

害
虫
の
発
生
、
火
災
、
犯
罪
、

不
法
投
棄
な
ど
の
原
因
に
な
り
、

周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
主

の
方
ま
た
は
管
理
者
は
、
雑
草

の
刈
り
取
り
を
定
期
的
に
行
い
、

適
正
管
理
に
努
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
草
刈
機
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用

希
望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
環
境
課
環
境
・
緑

　
化
係

　
あ
き
る
野
市
は
森
林
、
河
川

な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
秋
留
台
地
に

は
ま
と
ま
っ
た
農
地
が
広
が
り
、

生
活
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
安

心
・
安
全
な
農
畜
産
物
が
生
産

さ
れ
て
、
朝
採
り
の
新
鮮
な
野

菜
な
ど
が
食
卓
に
上
が
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
、
更
な
る
農
業

振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て
、
消
費
者
、
生
産
者

な
ど
で
組
織
す
る
「
あ
き
る
野

市
地
産
地
消
推
進
懇
談
会
」
を

設
置
し
ま
す
。
懇
談
会
は
、
現

在
の
直
売
所
型
地
産
地
消
に
加

え
て
、
あ
き
る
野
な
ら
で
は
の

新
た
な
地
産
地
消
の
あ
り
方
や
、

食
の
安
全
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
消
費
者
の
代
表
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
ま
す
。

　
懇
談
会
は
、
平
成
22
年
３
月

ご
ろ
ま
で
に
５
〜
６
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
方
（
児
童
、
生
徒
を
除
く
）

▽
募
集
人
数
　
５
人
程
度
（
応

　
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
期
間
　
10
月
上
旬
か
ら
平
成

　
22
年
３
月
ご
ろ
ま
で
（
懇
談

　
会
が
終
了
す
る
ま
で
）

▽
そ
の
他
　
委
員
報
酬
な
ど
は

　
支
給
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
方
法
　
９
月
30
日
（水）

　
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
農
林
課

　
農
政
係
（
直
通
５
５
８
・
１

　
８
４
９
）

　
母
子
家
庭
の
母
親
が
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得

の
た
め
、
養
成
機
関
で
修
業
す

る
場
合
に
、
生
活
の
安
定
を
図

り
、
資
格
取
得
を
促
進
す
る
た

め
の
費
用
を
一
定
期
間
支
給
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
国
の
経
済
危
機
対

策
の
一
環
と
し
て
、
支
給
対
象

者
の
条
件
な
ど
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
し
た
（
表
の
と
お
り
）
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
未

　
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　
母
子
家
庭
の
母
親
で
、
次
の

　
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　●

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

　
い
る
か
、
そ
れ
と
同
等
の
所

　
得
水
準
の
方

　●

養
成
機
関
に
お
い
て
実
施
す

　
る
修
業
年
限
が
２
年
以
上
で
、

　
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る

　
方

　●

就
業
（
仕
事
）
ま
た
は
育
児

　
と
修
業
の
両
立
が
困
難
で
あ

　
る
と
認
め
ら
れ
る
方

　●

過
去
に
、
こ
の
訓
練
促
進
費

　
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

▽
対
象
資
格
　
看
護
師
（
准
看

　
護
師
を
含
む
）
、
介
護
福
祉

　
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

　
作
業
療
法
士
、
保
健
師
、
助

　
産
師
、
理
容
師
、
美
容
師
、

　
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め

　
る
資
格

▽
申
請
方
法
　
子
育
て
支
援
課

　
で
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
事
前
相
談
時
に
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
す
で
に
修
業
さ
れ
て
い
る
方

　
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
９
月

　
中
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
子

　
育
て
支
援
係

　
国
民
年
金
保
険
料
の
「
全
額

免
除
」
、「
一
部
免
除
」
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
と
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額

納
め
た
場
合
と
比
べ
、
将
来
受

け
取
れ
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
で
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）
。

　
追
納
に
は
、
専
用
の
納
付
書

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
青
梅
社
会
保
険
事

　
務
所
国
民
年
金
業
務
課
（
☎

　
０
４
２
８
・
30
・
３
４
１
４
）

　
八
王
子
市
戸
吹
町
２
７
０
番

地
に
建
設
予
定
の
ト
ッ
パ
ン
・

フ
ォ
ー
ム
ズ
（株）
八
王
子
工
場
の

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
、
閲

覧
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
東

京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
一
連
の
手
続

き
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

▽
評
価
書
の
縦
覧
、
閲
覧
の
期

　
間
　
９
月
15
日
（火）
〜
29
日
（火）

▽
縦
覧
、
閲
覧
場
所

　●

縦
覧
…
環
境
課
（
市
役
所
３

　
階
）
、
東
京
都
環
境
局
都
市

　
地
球
環
境
部
環
境
影
響
評
価

　
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎
８

　
階
）
、
東
京
都
多
摩
環
境
事

　
務
所
管
理
課
（
立
川
合
同
庁

　
舎
４
階
）

＊
時
間
…
午
前
９
時
30
分
〜
午

　
後
４
時
30
分
（
土
曜
・
日
曜

　
日
、
祝
日
を
除
く
）

　●

閲
覧

＊
中
央
図
書
館
…
午
前
10
時
〜

　
午
後
７
時
30
分
（
金
曜
日
、

　
第
３
火
曜
日
を
除
く
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

　
午
後
５
時
30
分
ま
で

＊
五
日
市
図
書
館
…
午
前
10
時

　
〜
午
後
５
時
30
分
（
月
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
）

※
木
曜
日
の
み
午
後
７
時
30
分

　
ま
で

＊
東
部
図
書
館
エ
ル
…
午
前
10

　
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
月
曜

　
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
水
曜
日
の
み
午
後
７
時
30
分

　
ま
で

「
懇
談
会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す

「
懇
談
会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す

母
子
家
庭
高
等

技
能
訓
練
促
進

費
事
業
の

　
内
容
が
変
更

国
民
年
金
保
険
料
は

追
納
が
で
き
ま
す

　
日
本
で
は
５
人
に
１
人
が
不

眠
に
悩
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
不
眠

は
増
加
し
、
60
歳
以
上
で
は
３

人
に
１
人
が
睡
眠
問
題
で
悩
ん

で
い
ま
す
。
市
民
意
識
調
査
で

は
「
熟
睡
感
が
あ
る
」
と
答
え

た
人
が
24
・
７
　
で
し
た
。

　
必
要
な
睡
眠
時
間
は
個
人
差

が
あ
り
、
不
眠
か
ど
う
か
は
睡

眠
時
間
の
長
さ
で
は
な
く
、
朝

目
覚
め
た
時
の
熟
睡
感
、
体
や

気
分
の
不
調
が
な
い
か
な
ど
で

判
断
し
ま
す
。
不
眠
症
に
は
次

の
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　●

入
眠
障
害
…
寝
つ
け
な
い

　●

中
途
覚
醒
…
夜
中
に
何
度
も

　
目
が
覚
め
る

　●

早
期
覚
醒
…
朝
早
く
目
が
覚

　
め
て
し
ま
う

　●

熟
眠
障
害
…
ぐ
っ
す
り
眠
っ

　
た
気
が
し
な
い

　●

定
期
的
な
運
動
習
慣
を
持
つ

　●

朝
食
は
し
っ
か
り
と
り
、
夜

　
食
を
と
る
場
合
は
軽
め
に
済

　
ま
す

　●

夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取

　
を
控
え
る

　●

寝
酒
は
睡
眠
の
質
を
悪
く
す

　
る
の
で
控
え
る

　●

音
や
光
を
調
整
し
、
快
適
な

　
睡
眠
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

　
や
自
分
に
あ
っ
た
寝
具
を
使

　
う

　●

ぬ
る
め
の
入
浴
で
寝
つ
き
を

　
良
く
す
る

　●

体
内
時
計
を
整
え
る
た
め
に

　
早
寝
早
起
き
で
、
毎
日
同
じ

　
時
間
に
起
き
て
、
日
光
を
浴

　
び
る

　●

昼
寝
は
午
後
３
時
ま
で
に
20

　
〜
30
分
で
済
ま
す
…
長
い
昼

　
寝
や
夕
方
以
降
の
昼
寝
は
夜

　
の
睡
眠
に
悪
影
響
を
与
え
ま

　
す
。
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ

　
と
で
、
不
眠
が
解
消
す
る
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不

　
眠
の
影
に
他
の
病
気
が
か
く

　
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
眠
が
続
く
場
合
は
医
師
に

　
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く

　
り
係
（
☎
５
５
８
・
１
１
８

　
３
）

熟
睡
感
を
得
る
た
め
に

表　母子家庭高等技能訓練促進費事業の主な変更内容

快
適
な
睡
眠
で
熟
睡
感
を
得
る

た
め
に
（
厚
生
労
働
省
・
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
）

※1から3の変更項目については、期限付きの変更です。平成
　24年3月末までに修業している方がその対象となります。
※支給月額は、6月分から変更

変更項目 変　更　前 変　更　後

１
対象者

２
申請
時期

３
支給対
象期間

４
支給
月額

養成機関において実施す
る修業年限が２年以上の
うち、２分の１に相当す
る期間を修業し、資格の
取得が見込まれる方

養成機関において実施す
る修業年限が２年以上で、
資格の取得が見込まれる
方

修業する期間の２分の１
に相当する期間を経過し
た日以後に申請

修業を開始した日以後に
申請

修業する期間の２分の１
に相当する期間が支給対
象（18か月を上限）

申請のあった月から修業
が満了する月までの全期
間が支給対象

・区市町村民税非課税世帯
１０万３０００円

・区市町村民税課税世帯　
５万１５００円

・区市町村民税非課税世帯
１４万１０００円

・区市町村民税課税世帯
 ７万５００円

パ
ー
セ
ン
ト

か
く
せ
い


